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イネ登熟期の高温による品質低下の品種間差異
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1 は じ め に

近年、夏季の高温による産米品質の低下が問題となつ

ている。1998,1999年 の山形県産米 (うるち)の 1等米にな

れなかつた品位格付理由のトップは、自未熟粒 "の発生で

ある。また、過去 3ヵ年における自未熟粒の発生は、いず

れも格下げ理由の 4位となつている。品質低下の著しかつ

た 1999年は、格下げ理由の約 60%を 自未熟粒の発生が

占め、特に、庄内地域では 1等米比率が 30%にも満たな

い中で、格下げ理由の実に 79%が 自未熟粒の発生による

ものであった。

こうした中、品種育成にも高温登熟条件下で自色不完

全粒 "の発生の少ない、高温耐性の優れた新品種の開発

が求められている。これまで当支場では、いもち病圃場抵

抗性 (葉、穂)、 穂発芽性、そして、耐冷性の特性検定試

験を行い、育成系統の評価。選抜に当たつてきた。さらに、

今後は上記の高温耐性の検定が必要と考えられる。茨城

県農業総合センターでは、背自・基自米発生率による水

稲品種の高温登熟性簡易検定法を開発し、基準品種を

選定している lヽ のの、東北地方での報告事例はなく、より

簡易な検定法で地域に適した品種の選定が求められてい

る。

そこで、2001、 2002年の 2ヵ年当場の世代促進温室を

用いて、県奨励品種を主体としたうるち品種を供試し、登

熟期の高温による品質低下について検討したので報告す

る。

2材 料及び方法

表 1耕種概要

2001年  2002年

準品種に選定した「こころまち」「初星J「 越路早生Jを加え

た 14品種 (「あきたこまちJ「 ひとめぼれ」は重複)とした。場

内水田土を充填したコンテナー (603× 377× 145Hmm)に

1品種当たり3株を移植後、出穂までは網室 (対 照区)で栽

培し、その後高温区は世代促進温室に移動し、高温登熟

条件を設定した。2ヵ年の耕種概要を表 1に示した。登熟

期の水管理は常時湛水を避け、間断灌激 した。

成熟期後に株ごとに刈取り、自然乾燥後粒厚 1 9mm以

上の玄米品質 (構成)を 目視により調査した。

3試験結果及び考察

出穂後 40日 間の平均気温は、2001年が高温区

294℃・対照区 24_3℃ 、2002年 が同 285℃・237℃で、両

年とも高温区は対照区より約 5℃ 高く経過した。2002年 の

登熟温度は、熟期が遅いほどやや低くなる傾向が認めら

れたが、これは気象の年次変動と温室天窓・側窓開閉の

設定温度が異なるためと考えられた。

図 1に品種別の高温による品質低下を整粒歩合で示し

た。

鰤
嗣
珈
ｍ
鰤
仙
珈
¨
¨
¨

（
ぶ
）
●
ヽ
晨
調

年  次
ざ∫ヾ ∫ヾヾ群がよぎド鳥ご

品In名

図 1品種別の高温による品質低下 (2ヵ年平均値 )

高温区は対照区に比べ、整粒歩合が全ての品種で低

下 (平均 :185%)し、品種別では「こころまちJが 58%と最

小で、「山形 59号」は323%と最大であつた。また、整粒歩

合は対照区では「ゆめさやか」「里のうたJ「 はえぬきJ「 コシ

移植期 (月 日)

栽植密度 (1本植え)

(本/ポ )

施肥窒素 (全量基肥 kg/a)

温室窓開閉設定温度 (℃ )

5  9      515

15× 5crn  10× 10cm

130       100

1 0          1 0

30        28

供試品種は、うるちの本県奨励品種 11に茨城県が基
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ヒカリ」の4品種が、高温区では「里のうたJ「 はなの舞」にこ

ろまちJ「越路早生J「あきたこまち」の 5品種が高く、品質は

良好であつた。

高温区の品質は、「コシヒカリ」を除く13品種で 2001年

より2002年 が良好であつた。これは登熟温度の違いによる

と推察され、2002年の場合、「コシヒヵり」は 8月 第 6半旬

からの高温によつて、出穂後 10～ 20日 間の平均気温が

308℃と最も高くなつた。このため、乳自粒・心自粒が多発

し、品質が低下したと考えられる。また、2ヵ年とも高温区で

整粒歩合が安定して高かつた品種は、「里のうたJであつた。

逆に、2ヵ年とも整粒歩合が低かつた品種は、「里のうた」と

姉妹関係にある「山形 59号」であつた。両品種は、約培養

の手法を利用して育成した品種であり、り、この品質の違い

には培養変異が関与していると推察される。
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図2高温による自色不完全粒の品種間差異(2002年 )

2002年の高温による自色不完全粒発生の品種間差異

を図2に示した。対照区に比べ高温区は、何れの品種も自

色不完全粒歩合が高く、
「雪化粧 J「 コシヒカリJ「 山形 59

号」は 60%以上となつた。また、「雪化粧J「ササニシキ」「こ

ころまち」は対照区でも 10%を越える発生となつた。また、

両区の差が最大であつた品種は
'コ

シヒカリJで、以下「山

形 59号」「初星J「 ゆめさやか」では差が 50%以 上と大きか

った。

次に、年次別の高温区における自未熟粒発生の品種

間差異を図 3に示した。2ヵ年を通じて自未熟粒歩合が低

い品種として「里のうた」、中位の品種として「越路早生」「ど

まんなかJ、 高い品種として「ササニシキ」「ひとめばれJが上

げられる。また、
「山形 59号 J「コンヒカリ」「はえぬきJ「 雪化

粧」は年次間差が大きく、「はえぬき」は 2001年が、その他

3品種は2002年が自未熟粒の発生が多かった。2002年 の

「コシヒカリ」「山形 59号 Jの 自未熟粒歩合は45%を超え、2

ヵ年を通して最大レベルであつた。本県の通常作期では、

晩生品種の「コシヒカリJは 出穂が遅く、登熟温度 (特に最

低気温)が高くなり難い条件にあるものの、本試験では対

照区より5℃程度高い登熟温度となつたことから、自未熟

粒歩合がかなり高いレベルで発生した。このことは、近年、

北陸・関東地域以西で高温登熟により「コシヒカリ」の品質

低下が問題となつていることを裏付ける結果と言えよう。

これに対し「里のうたJは 2ヵ年とも自未熟粒歩合が 10%

未満で、品質極良品種としての特性が確認された。

4ま と め

夏季に世代促進温室を用いコンテナー栽培で、高温耐

性の簡易検定を実施した。2ヵ年の結果から、高温耐性の

優る品種として「里のうた」を、劣る品種として「ササニシキJ

「ひとめばれJを選定した。また、「山形 59号 J「コシヒカリJ

「はえぬき」「雪化粧」は自未熟粒発生の年次変動が大き

かった。

今後は、さらに検定品種数を増やし、機器の使用による

省力性も加味しながら、東北地域により適合する基準品種

の選定を急ぐ必要がある。

引 用 文 献

1)飯 田幸彦,横田国夫,桐原俊明,須賀立夫 2002温

室と高温年の園場で栽培した水稲における玄米品質低

下程度の比較 日作紀 71:174-177

2)農林水産省東北農業試験場 2001東北地域におけ

る夏季の異常高温が水稲生育およびコメ品質に及ぼす

影響の解析と今後の対策
“

ф

“

”

ｍ

わ

●

●

０

，

ｏ

′^

）
●
●

●
晨
‘

■

ξざξマ )ξヾ ξヾ》憾バ
品II名

図 3高温区における自未熟粒発生の品種間差異
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